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廃棄物処理法、リサイ 環境報告書上の分類 中身の例 2018年度 備考
クル法上の分類 項目 排出量妬
事業系一般廃棄物 同左＞ペットボトル ペットボトル 91.47 t 
同左＞その他（いわゆ 未分別のプラスチッ 611.92 t プラスチック素材は左記璽
る「燃えるごみ」） ク（弁当容器、レジ袋、 量の一部
など）








家電、 PC 家電及びPC TV, 冷蔵庫、エアコ 229台 TV 41, 冷蔵庫118,エアコン
ン、洗濯機、デスクト 30, 洗濯機 18、デスクトップPC
ップPC、PCモニタ 0, CRTモニター 0,液晶モニタ
































































































超域学際研究拠点 (TU-TRIPS:Tohoku University 







































・smart/index.html (2020年 3月 3日閲覧）
6) 東京農工大学、 「農工大プラスチック削減 5R
キャンパス」活動宣言、
https://www.tuat.ac.jp/outline/executive/5rca 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 
i 
ロいるが、避けやすい 1!1いるし、避けにくい 口いらないし、避けやすい 口いらないが、避けにくい ■使用対象者ではない


























































































(https:/ / eco.kyoto-u. ac.jp/?p=5952)への参加者
のうち、協力が得られた 75人（男女その他=13:
59: 3/年代20~80代以上 ※シニア層中心）
• 実施日： 2019年 11月23日~24日












































































































































































































































































































































テレビ 数年 (9.7年） 2) 
冷蔵庫 数年 (13年） 2) 
パソコン 数年 (7年） 2) 
携帯電話 数年 (4.3年） 2) 
1)環境科学センターによるネットアンケート調査結果（速報値）
2)消費動向調査主要耐久消費財買替え状況（平成30年4月～平成31年3月）
これらの結果を統合して、 Ver.2としてプロットし
た結果を図 6に示す。
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図6 Ver.2・調査 2におけるプロット結果
－ 40 －
製品寿命が「数時間」と短いプラスチック製品につ
いては、横軸の必要性では 40~60%に集中し、「いら
ない」割合が裔いものも、相当品目あることがわかる。
今後、短期的に削減対象候補となり得るものの検討
につなげられると考えられる。
他方、製品寿命が長いプラスチック製品のほとん
どが、必要性も高いことがわかった。寿命が短いもの
の、必要性が病いものと併せて、個別製品ごとに必要
とされる理由を考察し、最滴な対策を検討すること
が可能と考えられた。
I 5. 今後の展開について
今回、京都大学プラ・イドチャートヘのプロット
を試行してみたが、今後、改めて対象製品を精査した
上で、消費者へのアンケート調査を進めたり、既存文
献・統計値のレビューや比較・検証を行ったりしたい
と考えている。日本国内のみならず、海外調査も計画
しており、様々な形での展開を目指したい。他方、こ
のチャートの活用方法についての期待や質問も、多
数寄せられており、整理を進めた上で、発信する必要
がある。現在、考えられる活用方法には、対象者別に
は、次のような視点がある。
・消費者：自分の価値観（必要性）や行動（寿命など）
に基づき、プラスチック製品をチャートにプロッ
トすることによって、自身とプラスチック製品と
の関係性が可視化できる。どのプラスチック製品
を必要と感じているのか、必要だと感じているプ
ラスチック製品がどのくらいあるのかがわかり、
プラスチック製品への依存度やプラスチック問題
への意識度が可視化される。改めて、プラスチック
間題を自分事として捉えることにもつながるだろ
う。さらに、自身のチャートと、他者の調査結果を
プロットしたチャートとを比較することも有用で
ある。例えば、プラスチック製品の必要性について、
自分の価値観や行動と世間一般のそれらを比較す
ることで、今後自らの生活の中で更なる対策に取
り組める製品に気づくことができたり、逆に自分
のプラスチック削減に対する意識の高さに気づく
ことができたりするかもしれない。また、友人・知
人と見比べ、差異を話し合うことで、知らなかった
代替品や考え方に触れることができるかもしれな
い。このように、ある種のコミュニケーションや教
育ツールにもなることは、この間のワークショッ
プや海外訪間時のコミュニケーションにおいて、
筆者ら自身、手応えを感じているところである。
・企業：今後の製品・事業開発の参考にすることがで
きる。世間一般やある集団の当該プラスチック製
品に対する必要性や行動の現状を、チャートのプ
ロット位置により把握することができ、対策メニ
ューの方向性やターゲット層が見えてくる。必要
性／不必要性に関する理由や、製品特性等を勘案
することで、より具体的な対策メニューの探索や
落とし込みが可能になると考えられる。また、プラ
スチック代替品等を提案している企業であれば、
プロット位置を参考にしつつ、消費者の認知や受
容性の実態や課題を把握することも可能かつ軍要
である。
・行政：プラスチック対策の政策、消費者や企業への
働きかけの方向性を考える際の参考にできる。世
間一般や地域（地方自治体の場合）におけるチャー
トのプロットを参考にすることで、各製品の対策
方針が見えてくる。短期的には、例えば代替／新素
材の供給量が間に合わない場合もあるが、プロッ
卜位置によって、優先順位をつけて対策を打って
いく際の参考にすることもできる。中長期的な数
値目標を掲げているような場合は、流通量等の情
報も加えることで、社会全体として効率的な投資
の在り方を検討するための基礎的知見を得ること
も可能となるかもしれない。また、消費者の項に記
載した通り、コミュニケーションや教育ツールと
しての活用も可能である。
京都大学プラ・イド革命は、実践的かつ学術的な取
組としての展開を図っていく。是非、学内外から、
様々な形で、ご支援・ご指導頂きたい。
最後に、京都大学プラ・イド革命や京都大学プラ・
イドチャートの開発に多大なるご支援を下さった
染）i聡一郎様や佐藤
慎一様を始めとする
多くの皆様、ともに
議論・開発を進めて
きた多くの仲間に、
改めて感謝申し上げ
た1,ヽ。
